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■□────────────────────────────────
□  ごあいさつ　
──────────────────────────────────
みなさま、お元気でしょうか。

紅葉まっさかりの旭キャンパスでは、先週末「銀嶺祭」が行われ、秋晴れの
最高のお天気の中、学内外からの多くのお客さんでにぎわいました。
例年どおり留学生も模擬店を出し、各国の料理を販売していましたね。

そういえば、日本の学園祭みたいなものって海外の大学にもあるんでしょうか？
どうも日本独特の文化な気がします。

みなさんは学園祭にどんな思い出がありますか？

----------------------------------------------------------------

■□────────────────────────────────
□  最近の出来事
──────────────────────────────────

▼　留学生同窓会を韓国（ソウル）にて開催しました
-------------------------------------------------------------------　

9月9日、ソウルの仁寺洞で24名の卒業生＆元交換留学生を招いて「信州大学の
韓国同窓会」が行われました。信大からは経済のキム・チョソル先生と国際交流
センターの佐藤が参加しました。

初めて顔を合わせる人も多かったので、ひとしきり飲んでから自己紹介に移り、
その後は卒業生と元交換留学生との話なども活発に行われていました。

こういった機会を通じて、信大を知っている韓国在住の人達がネットワークを
作り、様々な情報交換や助け合いができるようになったらいいですね。
また来年も企画します。今年来なかった人も、来年はどうぞ！

http://suic.shinshu-u.ac.jp/obog/reunion/reunion.html

--------------------------------------------------------------
▼　2006年度後期の留学生
---------------------------------------------------------------
あらたに約40名の留学生が加わりました。
出身国も中国、韓国、ベルギー、ドイツ、ロシア、アメリカ、インドネシア、
アルゼンチン、タイ、バングラデシュなど、バラエティに富んでいます。

一日も早く信大での生活に慣れて、充実した学生生活を送ってほしいですね。

---------------------------------------------------------------
▼　長野県留学生交流推進協議会が開催されました
---------------------------------------------------------------
平成１８年１１月２日（木）１４：００～１６：５０、
信州大学事務局第一会議室において、２２の教育機関・公共団体・経済団体・
国際交流団体から、２８名が参加し、次の議題及び報告事項について協議が



行われ、長野県の留学生の受入れ及び国際交流活動のさらなる活性化について
活発な意見交換と情報交換が行われました。

1.「独立行政法人日本学生支援機構関東甲信越支部」の新規加入について
2. 留学生の諸問題について
3. 会報「信州留学生交流第１７号」の編集について
4. 加入機関・団体からの活動状況報告・連絡事項等について

http://suic.shinshu-u.ac.jp/aboutus/kyogikai/news.html

-------------------------------------------------------------------
▼　日本初！「信大大学テレビ」がスタート
-------------------------------------------------------------------
信州大学は、日本初の大学専用テレビチャンネル「信大大学テレビ」を平成18年
10月1日よりスタートさせました。このチャンネルで放送される番組の多くは
信大の学生主体で制作されたもので、市民の生涯教育や企業団体への研究情報提供
などを通じた地域社会への貢献と、学生のメディア・リテラシー教育の向上を目的
としています。

番組を視聴するには、テレビ松本に加入し、専用のデジタルチューナーを取り付け
る必要がありますが、ホームページだけでもぜひチェックしてみてください！

http://www.shinshu-u.ac.jp/tv/index.html

★─────────────────────────────────
　スタッフ近況報告 　　～ 　　村田　明　先生　(全学教育機構）
─────────────────────────────────★

卒業しやはった留学生のみなはんも、今勉強したはる留学生のみなはんも、
毎度、村田でおます。

え、村田って誰やて。

日本文化とか、社会とかぎょうさんビデオ見せたげた村田でんがな。

なに、まだわからんやて。どないゆうたらええのんかな。
ほら、キアヌ･リーブスに似てるけど、しゃべるのんへたなんおったやろ。

なに、そないゆうたら、しゃべるのへたなん、おったな、やて。

あいかわらずきついな、けんそんしてまんねんで。

ところで、さいきん、どないしてんの、げんきにしてはりまっか。

こっちは、3年前に、こしいたになってしもて、さっぱりわややWA。

毎週、腰痛治療ちゅうのに通ってまんねん。姿勢ようして、
運動に、減量にやりがいありまっけど、けっこうきついWA。

ほな、たっしゃで、気むいたら連絡してーな、待ってまっから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧留学生センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現全学教育機構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田　明

■□────────────────────────────────
□  信大ＮＯＷ４１号のご案内
──────────────────────────────────
「信大ＮＯＷ」は、信州大学のニュース、歴史や人にまつわる記事、イベント
や公開講座の紹介や研究者の研究内容など「信州大学が良くわかる」広報誌です。

信州大学の公式Webサイト上でも公開されていますので、ぜひどうぞ↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┃★┃「信大ＮＯＷ４１号」ダイジェスト
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

■特集：土砂災害　------------------------------------------

　～なぜ？土石流は起きたのか～
　～何が被害を大きくし、何が被害を減らすのか～
　　平成１８年７月の豪雨によって長野県内で発生した土石流災害について
　　被害者へのインタビュー、専門家の分析などを交えてレポート。



（全文）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now41/41-2-8p.pdf

■SCIENCE NOW：研究室紹介　
　～世界中の留学生たちと考える、２１世紀の森林・人間･･･その関係～
　　農学部森林科学科　小池　正雄 教授
　
▽研究室から世界の森林が見えてくる 
▽木は再生可能な２１世紀のエネルギー資源

（全文）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now40/40-12p.pdf

■ＯＢ訪問！：宮崎吾朗さん（農学部卒）

世界に誇る日本のアニメーション製作スタジオ「スタジオジブリ」の最新作
「ゲド戦記」の監督として映画界にデビューを果たした宮崎吾郎さんへの
インタビュー。農学部在籍時の伊那での生活ぶりや、学生生活がその後に
与えた影響などについて語ってくれています。

伊那キャンパスで過ごしたOB/OGの皆さんには「そうそう！」とうなずける
部分も多いかも？

（全文）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now41/41-10-11p.pdf

■Information & Communication

（全文）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now40/40-13-14p.pdf

■Let's Go 公開講座 　-----------------------------------
　～信州大学教育学部・教員養成ＧＰフォーラムⅡ
　　「いま、学校に求められる教師の専門性とは」
　　　信頼される学校づくり―教師の質向上

（全文）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now40/40-15p.pdf

■（新）健康談話：子宮筋腫のお話---------------------

（参照）http://www.shinshu-u.ac.jp/html/now/now40/40-16p.pdf

---------------------------------------------------------------------

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
★─────────────────────────────────
　 信州生活ちょっとコラム（ことば編）
─────────────────────────────────★

▽「ずく」－－－さて、あなたはあるほう？ないほう？
---------------------------------------------------------------　
皆さん、信州にいたころ「ずくなし」って言われたことありますか？
え、ない？それはすばらしい（笑）

ちなみに私は、家族によく「ずくがない」「もっとずくを出して」と
言われ続けています。これで「ずく」の意味がわかる皆さんには、
私がどんな人間か想像がついちゃいますね^^;

たとえば、凍りつきそうな寒さの冬の朝の会話。

家族「ちょっと朝飯の漬物、外の樽から出してきて」
　私「えー寒いから今朝は漬物なしでもいいじゃん」
家族「ほんとに、ずくがないねえ」

･･･とまあこんな感じですね。

「ずく」という言葉は、たぶん長野県全域で使われる方言だと思うのですが
大ざっぱに言えば「ずくがない＝めんどくさがり、無精者」という感じ。

逆に「ずくがある」という言い方もあり、「ずくがあるねえ＝まめだねえ、
精が出るねえ」というような意味らしいですが･･･私はまだ一度も言われた
ことがありません！なんと。

たしかに、信州の特に年配の方々は「ずくがある」と思います。
とにかくまめに良く働きます。うちのじいちゃん、ばあちゃん、おおばば
（曾祖母）を見ていると、「ありときりぎりす」という童話がいつも頭に
浮かびます。薪を集めたり漬物を漬けたり、冬に向けてせっせと備えている。
もちろん、きりぎりすは私。わはは。

…☆…☆…☆…☆…　修了者データベース登録のお願い　…☆…☆…☆…☆…



国際交流センターでは、留学生の帰国後のフォローアップの一環として、
データベースの作成と活用をすすめています。
まだこのフォームを提出されたことのない方は、ぜひ記入にご協力ください。
また、このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからできます。

http://jimuwww.shinshu-u.ac.jp/isc/regi_form.html

…☆…☆…☆……☆…☆…☆……☆…☆…☆……☆…☆…☆……☆…☆…☆…
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─────────────────────────────────


